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子とも時代にやっていて(習つていて)よかつたと患うことは

何ですか?

子ども時代に経験、学習したことで,現在の仕事に活かされて

いると思うことはありますか,

これからの子どもたちが身につけておいた方がいいと思う
知機、技能は?

ご専門の分野を目指す子どもたちにメッセージをお願いします.

2010/6/6(日 )

長崎新聞「とつとつて」特集より

お菓子屋さん

シェリール
オーナー′ヽ マシエール

鈴木陽子さん
すずきようこ

県立女子短期大学卒業後、エコール辻東京(製菓学校)へ。東

京と千葉のケーキ店で修業後、TVチャンピオンの廿味通選手

権で3位入賞。2000年、諌早市に「ケーキ&ティールーム ジェ
リール」をオ=プンよ‐

1.中学生までは水泳。平泳ぎが得意でした。仕事は

1日中立ち仕事で体力が必要。子ども時代のスポーツ

は今の持久力につながつていると思います。小学校高

学年から:″ レ`エ。クラシックパレエは普段動かさないと

ころを動かすし、なによリレッスンの雰囲気が好き。気分

転換にもなるので、今

“

月に1～2回はレッスンを受け

ています。パレ上の「美しぐ 」というのはケーキ作りにも

つながつているのかな。

2.友人宅でのクッキー作り。その子のお母さんがお菓

子を手作りするのが好きで、食卓全部を生地をのばす

台にして大量のクッキーを作つたのはすごく楽しかつた。

家でお菓子作りを楽しむきつかけになりました。小学校

の時は家にオープンがなく、本で見たトースターで作るチ

ョコケーキを学校に持つていき喜んでもらえたことも、き

っかけのひとつ。失敗したら成功するまで何回も作つて

いました。

3.興味のあることはいろいろ挑戦して、その中から好き

なことを見つけてほしい。今、夢中になれること、好きなこ

とを一生懸命することで、自分は頑張れ:鏡る、という
自信を持ってもらいたい。その頑張つた経験、自信ハ 大

人になつて壁にぶつかつた時でも「あの頃これだけ頑張

ったからここでも頑張れる、できる」と思えるモトになると

思います。

4.子ども9頃なら好きなことを仕事にでき、周りの人た
ちのサポ■卜にも意まれ、とても幸せです。実際に仕事と
してのケーキ作りは奥深く、まだまだ挑戦する課題はたく

さんあ:ノますが、それがこの仕事の面白さであり魅力。好

きなことなら難しいことや大変なことも乗り越えられ、頑

張れる。簡単な仕事じゃないけど、努力した分だけ成長

辞 る、やりがいのある仕事だと思います。


